
快 適 な 住 空 間 を め ざ し て

一般社団法人リビングアメ ニティ 協会  （A L IA ）は、

住宅設備および建材に関わる企業・ 団体で構成さ れる法人です。

快適な住空間の提供をめざし 、

調査研究や情報の収集・ 発信に積極的に取り 組んでいます。

一般社団法人リビングアメ ニティ 協会



ご 挨 拶 

一般社団法人リ ビングアメ ニティ 協会（ ALIA） は、 優良住宅部品（ BL部品） 

の開発・ 普及推進のため1976 年に創設さ れた BL推進協議会を、 1990 年10 

月に発展的に改組し て誕生し 、2012 年4 月より 一般社団法人化いたし まし た。

当協会は、「 優良な住宅部品の普及により 快適な住生活の改善を図る」 と い

う 目的に沿っ て活動を 続けており 、 機能的で良質な住宅部品の供給促進と 快

適な住空間作り のための調査研究及び情報交換を推進し ています。

昨今の住宅政策を みると 、 2014 年のエネルギー基本計画や、 2016 年に国 

から 発表さ れた新たな「 住生活基本計画（ 全国計画）」 があり ます。 特に後者

は少子高齢化・ 人口減少を 正面から 受け止めた新たな住宅政策の方向性を 提

示し 、 安全・ 安心で豊かな住生活を 支える 生活環境の構築や、 既存住宅の流

通と 空き 家の利活用を促進し 、 住宅スト ッ ク 活用型市場への転換するこ と で、

住生活産業の活性化を図るも のと なっ ています。

なかでも 、 住宅の品質・ 性能の向上においては、 住宅・ 建築物分野におけ

る エネルギー消費と いっ た地球温暖化の課題に対し て、 2020 年までに全て
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の新築住宅・ 建築物を対象と し て段階的に省エネ基準への適合が義務付けら れまし た。 他にも 、 既存スト ッ

ク の省エネ改修の促進や、 住宅・ 建築物や設備の省エネ性能の情報活用と いっ た方向性が示さ れるなど、 住

宅部品が果たすべき 役割は大き なも のと なっ ています。

良質な住宅スト ッ ク の形成に向けた取り 組みが進むなか、 それを構成する住宅部品も また、 長期にわたり

良好な状態で使用さ れなければなり ません。「 いいも のを 作っ て、 き ち んと 手入れし て、 長く 大切に使う 」

社会の移行に向けて、 定期的な点検を行う こ と で、 不具合や劣化、 異常等を早期に発見し 、 整備、 修理、 交

換するこ と を当たり 前化する風土の醸成が望まれます。そこ で、当協会では10 月10 日を 「住宅部品点検の日」

に制定するなど、 住宅部品点検の推進に向けた環境整備や調査研究、 情報発信を行っ ています。

また、 2020 年までに市場規模の倍増が進めら れている既存住宅流通・ リ フ ォ ーム分野への対応につき ま

し ては、 省エネ化・ 耐震化へのニーズが今後ますます増大するこ と を視野に、 国の政策等に関する情報発信

を行う 一方、 業界を取巻く 事業環境の実態把握にも 努めています。

当協会は、 BL推進協議会から スタ ート し て 40 年に亘り 、 住宅部品の普及による豊かな住環境を つく ると

いう 理念のも と 活動を 継続し てまいり まし た。 こ れも ひと えに会員各社の皆様の日頃の努力の賜物であり 、

また、 国土交通省のご指導、 住宅金融支援機構、 ベタ ーリ ビ ン グ、 ベタ ーラ イ フ リ フ ォ ーム協会と の協調、

さ ら に関係諸団体と の連携によるも のと 感謝いたし ており ます。

引き 続き 、 快適で安心・ 安全な質の高い住生活空間の形成を目指し てまいり ますので、 今後と も 皆様のご

協力をお願いすると と も に、 さ ら に多く の企業の積極的なご入会と 活動へのご参画を期待し ており ます。

活動内容 

■優良な住空間の在り方及びその形成方法に関する調査研究 

■住宅部品の機能、性能に関する調査研究 

■優良な住宅部品に向けた技術、システムに関する調査研究、開発等 

■住宅部品の供給（ 流通を含む）や施工に関する調査研究 

■住宅部品の使用、利用に関する調査研究 

■住宅部品に関する情報の収集、提供及び優良な住宅部品の普及、啓発 

■政府、関連団体等に対する提言、要望及び意見具申等 
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委員会活動内容の紹介 

●専門部会 

住宅の省エネルギー化への対応、リフォーム需要の拡大への対応、長期使用時の安全安心な住宅部品のあり 方の追求、優

良住宅部品の普及促進、情報の収集と 発信等々、数多く の住宅部品メ ーカ ーで構成さ れる団体なら ではの、横断的な活動を

行っています。また、行政の動向をいち早く 知ること ができたり 、行政に対し 提言できる場が設けら れたり 等のメリット があり 、

会員相互の情報交換も 活発に行われています。 

●空間等別部会 

バス、ト イレ、キッ チン等各空間の観点から 、上記専門部会の活動内容に関するテーマを行っています。また、その空間に関

わる住宅部品メ ーカ ーが集まって、その空間独自の課題を抽出し 、調査検討を行っています。別途、講習会や工場、施設等の

見学会も 企画開催さ れますので、知識の蓄積や見聞を広めること 、さらには会員相互交流により 自社のレベルアップをはかる

のにと ても 有効な活動を行っています。 
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組 織 図 

空間等別部会 部品別委員会 
総 会 洗面化粧ユニット 委員会

ト イ レ ル ー ム 部 会
温 水 洗 浄 器 委 員 会

浴 槽 委 員 会
バ ス ル ー ム 部 会

ユ ニ ッ ト バ ス 委 員 会

階 段・ はし ご 段 委 員 会
リ ビ ン グ ルーム部会 内 装 シ ス テ ム 委 員 会理事会 運営委員会 内 装 ド ア 委 員 会

キッ チンシステム委員会
キッ チン ルーム部会

調理用加熱機器委員会

事業企画部会 住宅情報システム委員会
住 宅 情 報 部 会 テレビ共同受信機器委員会

火 災・ ガ ス 警 報 委 員 会
広報部会 

ガ ス 給 湯 委 員 会ALIA N EW S 編集委員会 
石 油 給 湯 委 員 会

給 湯・ 暖 冷 房 部 会
W E B 企画・ 管理委員会 
イベントWG 電 気 給 湯 委 員 会

暖冷房システム委員会
ソーラーシステム委員会

専門部会 
ス チ ー ル 部 品 委 員 会消 費 者 ・ 制 度 部 会 
手すり ユ ニット 委員会

開 口 部 会 補 助 手 す り 委 員 会環 境 部 会 
断 熱 型 サッ シ 委 員 会

リ フ ォ ー ム・ 施 工 部 会 ア ル ミ サッ シ 委 員 会

住宅部品点検推進部会 外 皮 部 会

給水ポンプシステム委員会
共 同 設 備 部 会 給 水 タ ン ク 委 員 会

エ レ ベ ー タ 委 員 会

屋外収納ユニット 委員会
ア ウ ト ド ア 部 会 郵 便 受 箱 委 員 会

宅 配 ボッ ク ス 委 員 会

換 気 ユ ニ ッ ト 委 員 会換気・ 配管システム部会
配 管 シ ス テ ム 委 員 会

窓の熱性能審査委員会



・キッチンルーム
・水栓金具
・換気ユニット

・TV共同受信
　システム機器

・給湯システム

・暖冷房システム

・アルミサッシ

・ソーラーシステム

・内装ドア
・階段・はしご段
・ホームエレベータ
　（戸建用） ・鋼製物置ユニット

・ガレージ

・トイレルーム
・温水洗浄便座

・インターホンシステム 

・エレベータ（集合用）
・給水タンク
・給水ポンプシステム
・手すりユニット

・マンションドア・錠前・ドアクローザ
・宅配ボックス
・自転車置場

・郵便受箱

・ガス警報器

・浴室ユニット

・配管システム

・洗面化粧ユニット

アメ ニティ C a fe

住宅部品や建材について、 機能や注意点、 お手入れなど の基礎知識の

他、 設計・ 施工や維持管理の際に確認し ていただき たいこ と を 解説し て

います。 アメ ニティ Ca f e 検 索

・ 断熱型

サッ シ・ ド ア

出 版 物 等

●住宅部品統計
ハン ド ブッ ク

●自分で点検！ ●施工ガイド ラ イン
ハン ド ブッ ク

●住宅部品の自主点検表

●内装建材の警告表示に関する

ガイド ラ イン

●住宅部品V OC表示ガイド ラ イン

●換気設計事例集

●デジタ ル放送対応テレビ

共同受信機器システムカタ ログ
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詳細はホームページにて



　　　　　　　　

　　　

住宅部品点検の日

長期に渡っ て、 良質な住宅スト ッ ク を 維持し 、 

安全で快適な住生活を 送るためには、 住宅部品を

き ちんと お手入れ・ 点検し 、 必要に応じ て交換、

修理をするこ と が重要になり ます。  

こ れまで、 当協会では、 「 住宅部品の長期使用

に関する研究会」 で調査・ 検討し 、 その成果と し

て 「 住宅部品の自主点検表」 等の発行・ 公表を

行う と と も に、 各種住宅部品取扱説明書等に住宅

部品の点検活動に関する記載の充実を 進めていま

す。 一方で、 広く 国民の意識を 醸成し ていく こ と

も 必要であるこ と から 、 住宅部品を ご使用さ れて

いる お客様に対し て 、 お手入れや点検の意義を

ご 認識いただく こ と 、 そし て よ り 安全に、 安心

し て 快適に ご 使用い た だ く こ と を 目的と す る

「 住宅部品点検の日」（ 1 0 月1 0 日） を制定し まし た。

制定宣言については こ ち ら をご覧く ださ い。
（ http ://www .a lia net.org /res identia lpa rt-check/）

窓の総合熱性能評価プログラム

® 
で窓全体（フレーム＋ガラス）の

熱貫流率（U値）を任意の窓サイズで計算可能
「窓の断熱性能表示制度」に対応できます

「窓の断熱性能表示制度」対応版

＋
フレーム                          ガラス
（ サッシ） ®

窓モデル

®
の特長

  フ レ ーム、 ガラ スを 一体と し て評価し ています     プログラ ムの操作は簡単で誰でも 扱えます

      窓の熱性能を 評価する国内唯一のプログラ ムです    ALIAのホームページから 無料でご利用でき ます

   新し い情報を 皆様にご提供し ていき ます

●窓の熱性能審査委員会

窓の断熱性能を評価するプログラムW indEye （「 窓の断熱性能表示制度」対応版）を開発しました。個別の製品であるサッシ、板ガラスを

任意に組み合わせた時の窓の熱貫流率を任意の窓サイズで計算可能と なっています。次世代省エネ基準への適合も 判断できます。日射熱

取得率対応版も あり、個別の製品であるサッシ、板ガラス、ブラインド を任意に組み合わせた時の日射熱取得率の計算に対応しています。

窓の熱性能審査委員会では、これら評価プログラムの表示性能の拡大、窓種の拡充等を図っています。また登録商品数を増加し 、より 多

く の窓に対する情報を提供できるようにするとともに、利用拡大に向けた普及啓蒙を行っています。
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http://www.alianet.org/residentialpart-check/


一般社団法人

一般社団法人リビングアメ ニティ 協会

〒1 0 2 -0 0 7 1 東京都千代田区富士見二丁目7 番2 号

ステージビルディ ング 6 階

TEL．0 3 -5 2 1 1 -0 5 4 0 FAX．0 3 -5 2 1 1 -0 5 4 6

ホームページアド レス：  http ://www .a lia net.org

●電車でのアクセス

JR飯田橋駅 東口・西口 徒歩3 分

東京メト ロ南北線・有楽町線・東西線

都営大江戸線飯田橋駅 A4 出口 徒歩2 分


